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パーマカルチャーをデザイン、
実践するにあたって

基本となる価値観は次の3つ。

場所を問わず、どんな気候にも、またどんな
文化的条件にも適応する法則はこの10項目

パーマカルチャーの核心はデザイン（設計）
です。デザインすべき構成要素＊注をもっとも
効率よく機能させるために、適材を適所に配
置します。

＊注　「構成要素」とは、家屋、鶏舎、森林、田畑、
防風林、果樹、動物、人、微生物、昆虫など、わた
したちの生活を構成しているあらゆる要素をさし
ています。

水、食料、エネルギー、防火など、生活の中で
重要な基礎的需要は複数の方法で充たされ
るようデザインします。特にライフラインに
関わるものは非常に重要です。

システムの中のひとつひとつの構成要素は、
できるだけ多く（3つ以上）の機能を持たせら
れるよう、選択や配置を考えます。

物や人の移動を効率的に、利用頻度を考えた
区画の利用計画を考えます。

動植物の特性、風、重力などの自然の力に着
目し、それを有効的に利用します。

身近で無理なく調達できる資源を用い、また
再利用するなど、小さなスペースの中でのエ
ネルギー循環をデザインします。

1　図案と絵画 日本国内において、パーマカルチャーデザインの分野で活躍されている方々やパーマカルチャーを実生活に取り入れている方々に
 有志にてご参加いただき、資料性の高い図案や絵画、またイラストで表現していただいております。

2　暦 ふだんわたしたちが用いているグレゴリオ暦を記載しました。

3　二十四節気 季節の移ろいをあらわすための区分です。1 年を24 等分に区切り、各節目の最初の日を名付けます。
 もともと中国の気候をもとに名付けられたので、日本の気候とは合わない名称や時期もあります。

4　月の満ち欠け 満月、上弦、新月、下弦を記しました。

5　潮汐 潮の満ち引き（大潮～小潮）の移ろいをグラフィカルに図案化しました。

6　種まきカレンダー 野菜の種まきの目安を記しました。平暖地を基準に表記してあります。

表紙イラスト：小林 煌（こばやし・こう）「ヨーニ！」
1979 年東京生まれ。小さい頃から絵を描く事が大好きで夢は絵描きさん。
木版画を彫り始めて気がつけば 13 年。
つながるご縁に生かされて、夢叶い彫り、描く日々を感謝とともに過す毎日。
いまは、3 才の娘そわかと画家の夫古川卓とともに八ヶ岳山麓に暮らす。
2013 年から自然農を学び始める。ひふみの CD「ざあゆにゅんば」「ほしのしらべ」描く。
この版画は「なまえのない新聞」に連載している、ほったさとこさんの「ヨーニ！」の為に彫りました。

「ヨーニ！」は子宮、誕生、家族などの意味があります。

表紙題字・パーマカルチャー基本と原則   デザイン：KUJIKA
南房総の海と土のある暮らしの中で取り戻すことのできるシンプリシティへの憧憬を
ときにデザインで、またあるときは文章で綴っています。

プロデュース：平田理子（ひらた・りこ）
“ 全ての命は等しく尊い ”という思いを胸に、パーマカルチャーリストネットワークの
主宰及び非暴力教育に携わる（NGO Aware, NPO Resilience, Non Violent Education）

Web デザイン：山下道生（やました・みちお）

デザイン：畑中 亨（はたなか・とおる）
グラフィック／エディトリアルデザイナー。千葉県鴨川市で棚田を臨むカフェ、

「うつわや＋café 草 so」を営む。カレー好き。http://www.so-kurashi.com/参考資料　 ＜パーマカルチャー　農的暮らしの永久デザイン＞　農文協

製作・販売：パーマカルチャーリストネットワーク　pcnw@parkcity.ne.jp　http://www1.parkcity.ne.jp/permaculture/　　印刷：丹羽紙業株式会社　http://www.niwa-p.co.jp/niwa/
このカレンダーに使用している「わらがみ」は、農作物残渣（ざんさ）のわらパルプを50%利用した、蛍光染料無添加の環境対応型オールバージンパルプです。

植生の自然な移り変わりに逆らわず、短い期
間でわたしたちののぞむ植生への移り変わ
りを加速させるような環境条件をデザイン
します。

生物多様性の保護に重きをおきます。また、多様な動
植物の特性を有効的に利用します（例：収穫期の異な
る品種の導入により、長期収穫および病害虫や天候不
順によるリスクを分散し、安定供給につなげます）。

異なる環境条件が出会う場所「エッジ（接縁部）」にあ
らわれる生産性の豊かさや多様性を、デザインの中に
取り入れて有効的に利用します。

自然のシステムを
よく観察するとともに、

自分自身の生活パターンも
よく観察します。

伝統的な生活の知恵と、
現代の科学技術の
知識を融合させた、

適正技術を活用します。

小さなスペースを生産性高く利用し、しっか
り管理します。例えば、それぞれの植物の特
性に従ってさまざまな種の植物を組み合わ
せるなど、植物を重層的に育てるようデザイ
ンします。また、前作が終わる前に次の作物
をつくり始めるなど、時間も重層的にデザイ
ンします。

＊無断複製、および転載はご遠慮ください。

このカレンダーにおいても、パーマカルチャーの基本原則のひとつである「多機能性」を活かしたデザインを採用しています。

パーマカルチャーカレンダー 2015

初めて制作した時から、変わらぬ想いを持って作っています。

このカレンダーは参加型のカレンダーです。日本でパーマカルチャーの情報が少ない中、
アイディアを共有する場として、実践されてる方々のイラスト参加により制作しています。

● Permaculture/ パーマカルチャー（わたしたちが持続可能な生活環境を作り出す「つながり」のデザイン体系）の紹介
● 日本各地で実践されている情報の分かち合い
● パーマカルチャーに興味を持つ人たちのつながりを紡ぐこと

このカレンダーの主旨

地球への配慮

小規模集約システム
（Small-scale Intensive System）

人への配慮

資源のわかち合い

相互作用、関連性のある配置

複数のバックアップシステム

多機能性

効率的なエネルギー計画

生物資源の活用

エネルギーの循環（Energy Cycling）

植生の遷移と進化を促進
（Accelerating Succession and Evolution）

多様性（Diversity）の保全と活用

接縁効果（Edge Effects）の活用



昨年のこうじ編に続き、今年はしぼり編を描きました。
醤油絞り師の故萩原忠重さん（享年92）は、「醤油絞りは平和運動」と言
う思いで普及活動をされていました。我が家の絞りは、毎年ゴールデンウ
ィークに麹造りと合わせて行います。イラストでは伝えきれない絞りの技
があります。興味ある方、見学に来て下さいね。

ে༉͠ Γ̈́
鈴木真美（すずき・まみ）★半農半クラフト（木工＆陶芸）。2000年に家族で
東京から移住。長野県木曽の山奥で手作りの暮らしをゆるゆるとやってい
ます。木を削ったり、粘土をこねたりしながら、自給用の小さな田んぼと
畑にいそしんでます。東京にいる頃は、きゅうりの旬も知らなかった私で
すが信州の素敵な人たちの出会いのおかげで、今や醤油まで作れるように
なりました。jay_tamy@ybb.ne.jp
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田内晶紀子（たうち・あきこ）★グラフィックデザイナー。ものごとを肯定
的なとらえかたをしながら持続可能な暮らしをつくっていくパーマカ
ルチャーに惹かれ、ニュージーランドのレインボーバレーファームを
初めとしたオーガニックファームなどで 1年間パーマカルチャーを学
ぶ。現在は京都でフリーランスでのデザインの仕事の他、NPO支援を
目的とするコミュニティ財団にてデザイン、企画などに携わっている。
www.kicodesign.com
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大阪府豊中市にあるコミュニティガーデン「ひゃくしょう農縁」のみな
さんが制作したハーブスパイラルガーデン。瓦は阪神大震災の時に落ち
て使えなくなったものを有効に活用しています。スパイラルガーデンは、
中心が高くなった立体的な螺旋状のデザインによって、その場に微気象
がつくりだされます。それぞれのハーブは生育条件にあわせた場所に植
えることができ、小さなスペースを最大限に有効活用できるデザインで
す。シンボル的な存在感もあるので、畑や庭におすすめです。

ϋʔϒεύΠϥϧΨʔσϯͨͬ࢖Λנ



「きままや」の畑にはラベンダーがわしわし生えています。干すにも干しきれず
「そうだ！ラベンダーウォーターを作ろう！」と、衝動的なワクワクにのりにのっ
て作ったのがこの蒸留器。きっと売っている蒸留器に比べたら効率はあまりよく
ないかなと思います。でも作るって楽しい！蒸留器に限らず何でも作ろうと思っ
たら作れるんだなーという気持ちで描きました。西洋のハーブもいいけれど、シ
ラビソやクロモジなど日本の植物の蒸留水も作ってみたいと思っています。

ख࡞Γৠཹث
三石和薫（みついし・のどか）★長野県佐久市出身。大学進学のために移
り住んだ伊那谷から離れられなくなり 7年目。アルプスに囲まれた伊
那谷の自然やそこに暮らす人々から様々な恵みを頂きながら生活して
います。2014年 4月にアパートから友人はなちゃんが住む「きまま
や」に引っ越し、何気ない日々のなんと幸せなことかを噛みしめなが
らの毎日を過ごしています。
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風の流れや海のうねり、長い時をかけて形成されていく山やそこに
蓄えられていく水。
これらは太古から変わらず繰り返されている自然の営みです。
人間が作った「時間」ではなく、そんな自然が作り出す「リズム」
に寄り添い生きている地域の人々。
そこにはたくましく、そこでしか出せない独特なカラーがあります。
海と山に囲まれた鴨川にも力強いリズムとカラーがあふれています。

஍ҬͷΧϥʔͱϦζϜ
松田真一（まつだ・しんいち）★ 2010年にインターンとして勉強させて
いただいていたアサンテサーナカフェで食の大切さや楽しさを学びな
がら自然の素晴らしさも経験させてもらう。2011年から雑穀の育て方
や調理方法を学び始める。2012年に玄米や雑穀料理を提供するカフェ
をオープン。Earth Tree Cafe オーナー http://www.earthtree.info/
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昭和40年頃まで、高遠では当たり前に、家の一番日当たりのいい場所に廐があったそう
です。お馬さんと田畑を耕し、薪を運ぶ、家族同様の暮らし。地域の助け合いもありま
した。それが時代と共に、牛、耕運機、トラクターへと代わっていきました。
私たちは、「先人たちの知恵を受け継ぐのは今しかない！」と、馬耕に挑戦しはじめまし
た。馬で耕すと、空気が入りいい田畑になるそうです。稲わらは馬の餌になり、馬糞は
肥料になります。何一つ無駄がなく、すべてが循環しています。
心通わせる「お馬さん」との暮らしでは、たくさんの人との出会いも生まれていて、自
然と人と共に暮らす日々の中、「大切なことは何か？」を気づかせてくれます。

͓അ͞Μͱͷ฻Β͠
のりたけ（横山紀子）★世田谷のプレーパークにプレーリーダーとして関わりながら、子ども・遊
び場関係の書籍のイラストを描いていたが、2011年、結婚、出産を機に信州高遠に移住。夫ヨ
ッサンと共に寄宿生活塾「フリーキッズヴィレッジ」のスタッフとなる。2012年、馬好きなヨ
ッサンが「馬との暮らし」を本格的にスタートさせたいと願い、「うまや七福」として独立する。
半キャンプ生活（たき火で料理、川で洗濯、明りはろうそく）を送りながら、築100年の古民
家を改築。2013年、次女「いろ葉」を自宅出産で迎える。山里の暮らしを味わえるお宿を目指
し、馬の仕事、家づくり、自給分の田畑をやりつつ、高遠のプレーパーク活動にも関わる。
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今わたしが住んでいる街、札幌。もうすでに出来上がった街を完全に変えること
はできないかもしれないけれど、今ある建物や場所を生かしながら、もっと自然
や人との繋がりが豊かな街になったら素敵だな、そんな願いを込めて描きました。
他にもカーシェアリングや洗濯機など生活ツールを共有するシステムもあります。
コンクリートの建物やビルに囲まれていても、緑とほんのちょっとのスパイス〈遊
び心〉で、都会でつい失いがちな心を取り戻せるのではないでしょうか。

6SCBO�1FSNBDVMUVSF�Ҋ 堀 聖羅（ほり・せいら）★パーマカルチャー北海道メンバー。
消費社会の価値観や、お金などに流されない最も人間らしい生活と暮らし
をしようと札幌の片隅で「出来ることから楽しく（時には悩みながら？）、
無理せずに」をモットーに模索中。デザインすること、造ること、アート
が好きで、ちいさな刺繍屋さん「いとしごと Selah」としても活動してい
ます。http://itoshigoto.wix.com/selah

夢は田舎に引っ越して、自然と共に暮らしながら作品造りをすることです。
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